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戦
争
と
大
学

　

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
九
月
二
十
六
日
、
中
央
大
学
報
国

隊
の
結
成
式
が
約
五
千
人
の
学
生
の
参
加
の
下
に
、
陸
軍
戸
山
学

校
で
挙
行
さ
れ
た
。
新
大
久
保
駅
前
に
集
合
し
た
学
生
は
、
学
部

隊
・
予
科
隊
・
専
門
部
隊
の
順
序
で
行
進
を
行
い
、
戸
山
学
校
軍

楽
隊
の
行
進
曲
に
歩
調
を
整
え
て
分
列
行
進
に
移
り
同
校
正
門
か

ら
入
場
、
校
庭
で
林
頼
三
郎
隊
長
の
閲
兵
を
受
け
た
。
式
は
、
隊

長
代
理
山
田
三
郎
理
事
の
訓
辞
、
軍
楽
隊
の
演
奏
と
続
き
、
天
皇

陛
下
の
万
歳
を
三
唱
し
て
閉
会
し
た
。

　

山
田
理
事
は
訓
示
の
中
で
報
国
隊
結
成
の
目
的
を
「
指
揮
系
統

の
確
立
せ
る
組
織
の
下
に
学
生
生
徒
の
資
質
を
向
上
せ
し
め
以
て

国
防
能
力
の
増
進
に
資
す
る
」「
一
朝
有
事
の
際
学
長
た
る
隊
長

の
命
令
一
下
極
め
て
迅
速
且
確
実
に
国
防
的
諸
般
の
任
務
に
従
事

す
る
」「
現
在
非
常
時
局
下
に
於
け
る
国
策
的
各
種
の
勤
務
に
服

す
る
」
等
と
述
べ
て
い
る
が
、
報
国
隊
の
結
成
に
よ
っ
て
学
内
の

軍
隊
組
織
化
が
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

学
校
報
国
隊
の
結
成
は
、
直
接
に
は
同
年
八
月
八
日
の
文
部
省

訓
令
「
学
校
報
国
団
体
制
確
立
方
」
に
よ
っ
て
、
中
等
学
校
以
上

の
学
校
に
軍
事
教
練
や
食
糧
増
産
作
業
に
従
事
す
る
指
揮
系
統
の

確
立
し
た
学
校
全
体
の
組
織
の
編
成
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
も
と

づ
い
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
に
は
「
国
民
勤
労

報
国
協
力
令
」
が
発
せ
ら
れ
、
学
校
報
国
隊
が
本
格
的
に
勤
労
作

業
に
動
員
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
大
学
を
戦
時
体
制
に
組
み
込
む
た
め
の
政
策
は
、

三
八
年
四
月
の
国
家
総
動
員
法
公
布
を
契
機
と
し
、
同
年
六
月
、

文
部
省
が
「
集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」
を
通
牒

し
て
以
来
、「
学
校
報
国
団
ノ
組
織
ニ
関
ス
ル
要
綱
」（
四
〇
年
）、

「
青
少
年
学
徒
食
料
飼
料
等
増
産
運
動
実
施
要
項
」（
四
一
年
）
な

ど
が
次
々
と
発
令
さ
れ
、
ま
た
三
九
年
夏
か
ら
は
諸
大
学
か
ら
学

生
の
代
表
を
興
亜
勤
労
報
国
隊
と
し
て
派
遣
す
る
な
ど
、
そ
の
下

地
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
学
で
も
、
四
〇
年
九
月
に
は
山
田

三
郎
理
事
を
団
長
に
学
部
二
年
生
・
専
門
部
一
年
生
を
防
火
、
防
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中
央
大
学
報
国
隊
の
結
成

毒
、
整
理
、
救
護
の
四
班
に
分
け
た
学
生
防
護
団
が
組
織
さ
れ
、

校
庭
で
防
空
訓
練
と
し
て
防
護
団
の
基
礎
的
訓
練
演
習
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
二
五
年
九
月
に
始
め
ら
れ
た
教
練
も
、
当
初
予
科
の

み
が
必
修
で
あ
っ
た
が
、
三
五
年
に
専
門
部
、
三
九
年
に
は
学
部

で
も
そ
れ
ぞ
れ
必
修
と
な
り
、
四
一
年
に
は
学
友
会
各
部
が
中
央

大
学
奉
公
団
に
編
成
替
え
さ
れ
る
な
ど
、
学
内
の
軍
隊
化
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。

　

結
成
時
の
「
中
央
大
学
報
国
隊
編
成
表
」
に
よ
れ
ば
、
中
央
大

学
報
国
隊
は
、
林
学
長
を
隊
長
に
、
学
部
隊
、
専
門
部
隊
が
学
年

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
三
大
隊
、
予
科
隊
が
全
体
で
一
大
隊
と
さ
れ
、

他
に
特
別
警
備
隊
・
特
技
隊
（
自
動
車
隊
・
乗
馬
隊
）
か
ら
な
る

特
別
隊
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
各

大
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〜
四
中
隊
か
ら
な

り
、
そ
の
下
に
五
〇
人
前
後
の
学
生
か

ら
な
る
小
隊
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

　

報
国
隊
の
幹
部
は
山
崎
覚
次
郎
経
済

学
部
長
、
吉
田
良
三
商
学
部
長
、
森
田

実
予
科
長
ら
九
人
が
本
部
付
と
な
り
、

大
隊
長
お
よ
び
中
隊
長
に
は
学
部
隊
第

一
大
隊
長
岩
田
新
以
下
各
教
授
が
そ
の

任
に
あ
た
り
、
各
小
隊
長
に
は
学
生
が
任
じ
ら
れ
た
。

　

早
速
、
翌
十
月
二
十
日
か
ら
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
で
十
日
間
、

十
一
月
十
日
か
ら
深
川
の
陸
軍
糧り
ょ
う

秣ま
つ

本ほ
ん

廠し
ょ
うで
二
十
日
間
、
本
学

報
国
隊
が
勤
労
作
業
に
服
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
報

国
隊
は
学
内
の
警
備
や
学
校
行
事
で
の
活
動
、
学
外
で
の
勤
労
動

員
や
援
農
に
加
え
、
各
警
察
署
・
消
防
署
等
で
訓
練
を
受
け
、
警

察
・
消
防
等
と
協
力
し
て
学
外
で
の
任
務
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

　

結
成
か
ら
二
年
た
っ
た
四
三
年
十
二
月
一
日
の
報
国
隊
命
令
書

に
は
、
各
部
隊
（
大
隊
）
ご
と
に
、
本
学
特
設
防
護
団
、
防
空
補

助
隊
、消
防
補
助
隊
、特
別
警
備
隊
と
任
務
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
、

警
戒
警
報
・
空
襲
警
報
に
際
し
、
防
空
補
助
隊
は
各
警
察
署
、
消

防
補
助
隊
は
丸
の
内
消
防
署
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
、
そ
の
補
助
に

あ
た
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

四
二
年
四
月
の
『
中
央
大
学
新
聞
』
は
、「
敵
機
神し
ん

洲し
ゅ
うを
襲

ふ　

白
門
報
国
隊
」
と
題
し
、
四
月
十
八
日
の
空
襲
に
際
し
て
本

学
報
国
隊
が
「
ゲ
ー
ト
ル
腕
章
も
凛
々
し
く
駆
け
集
る
や
直
ち
に

長
南
大
佐
、
出
羽
主
事
其
他
各
幹
部
の
指
揮
に
よ
り
或
は
学
園
警

備
に
或
は
人
影
絶
え
た
街
を
堀
留
署
に
丸
の
内
署
に
駆
け
着
け
警

防
団
員
と
協
力
、
交
通
整
理
に
警
備
に
救
護
、
消
防
に
日
頃
の
訓

練
に
物
を
言
は
せ
た
」
と
そ
の
活
躍
を
紹
介
し
て
い
る
。

中央大学報国隊腕章


